
都市規模別で見た下水道の整備状況
（平成１7年度末）

１００万人以上
５０～１０
０万人

３０～５０万人 １０～３０万人 ５～１０万人 ５万人未満 計

2,619 1,076 1,779 3,045 1,962 2,225 12,706

2,576 869 1,366 2,062 1,056 874 8,802

11 15 46 189 282 1,279 1,822
注） １．総都市数 １，８２２の内訳は、市 ７７８、町 ８４６、村 １９８（東京区部は市に含む）。

２．総人口、処理人口は四捨五入を行ったため、合計が合わないことがある。
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普及率は１．２％ＵＰ。今後も早急な普及の促進が必要。
（平成１７年度末の下水道整備状況）

中小市町村における下水道整備普及促進の支援強化等を検討し、
「ナショナルミニマム」である下水道の整備を早急に推進。

・下水道処理人口普及率：６８．１％（Ｈ１６）→６９．３％（Ｈ１７）

③全国で１５県が県人
口の半分に満たない普
及水準である。

下水道処理人口普及率： 「総人口に対する下水道を利用できる人口の割合」

②人口５万人未満の
中小市町村では普及
率３９．３％にすぎない。

①平成１７年度にいま
だ約２４００万人もの未
普及人口が存在。


